
≪指 標≫
第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪中間目標≫
禁煙希望者に対する禁煙支援の推進 ②禁煙支援体制の整備・充実・市町村・医療機関等での禁煙支援リーフレットの活用の拡大・禁煙支援協力薬局の登録と普及・禁煙支援アドバイザー研修の開催

① ・世界禁煙デーの参加者数・普及啓発の実施市町村数・インターネット情報発信のアクセス数② ・リーフレット活用機関数・登録薬局数、利用者数・研修会の参加人数・禁煙支援協力薬局の利用者数③ ・講習会の参加人数・禁煙相談者数・予防講演会の参加人数・スパイロシフトの活用市町村数・講習会等での禁煙相談者数④・喫煙防止教育の実施学校数,参加人数・禁煙相談利用者数⑤・敷地内禁煙、建物内禁煙の市町村数・家庭・職場・飲食店・行政機関・医療機関で受動喫煙を受ける人の割合⑥・説明会の参加人数

① 「世界禁煙デー」に合わせた普及啓発・大型商業施設等での市町村と協働した啓発・奈良新聞「なら健康だより」での啓発・喫煙や受動喫煙による健康影響について、インターネット等での情報発信
・ 禁煙希望者が禁煙できる（成人の喫煙率）・ 県民が望まない受動喫煙に遭わない（受動喫煙に遭う人の割合）

受動喫煙の防止にかかる普及啓発活動の推進 ⑤受動喫煙に関する現状の把握・市町村庁舎・議会棟の禁煙状況調査と結果の公表・県民の受動喫煙状況調査と結果の公表 県民が、がん予防に関する正しい知識にもとづいた癌予防に取り組み、がんの罹患率が減少している。
最終目標を達成するため、県民にがんのリスクを情報提供し、がんの有効な予防法について実践できる支援体制及び環境整備ができている。

≪個別施策≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫

⑥県民への分かりやすい表示の推進・各組合での受動喫煙防止にかかる説明会の実施・飲食店等の県民が利用する店舗に喫煙環境を掲示 （法制化に伴い徹底する） ・がん罹患率・がんに関する正しい知識を持っている人の割合

≪指 標≫≪最終目標≫最終目標最終目標最終目標最終目標((((患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿))))中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備))))個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）

③禁煙支援の推進・禁煙スタートアップ講習会の開催・ＣＯＰＤ予防講演会の開催・市町村の検診等での肺機能測定と禁煙指導の実施④未成年者の喫煙防止対策の強化・学校・教育委員会と連携した喫煙防止教育の実施・未成年禁煙支援相談窓口の設置・普及

減塩対策の充実 ⑧民間企業や食育ボランティアと連携・協働した減塩調味料、減塩調理等の普及啓発の推進 ⑦ ・減塩教室を実施する市町村数・市町村が実施する減塩教室の参加者数⑧・奈良県と連携協働して減塩に取り組む民間企業数⑨・減塩について情報発信する市町村数・県ホームページのアクセス数⑩ ・学校給食において食事摂取基準を越えない食塩量となっている市町村数
⑦減塩教室実施マニュアルの活用促進

⑫適正飲酒アドバイザーの養成
⑩学校・保育所等給食での食塩使用量の適正化の推進

適正飲酒に関する普及啓発の推進 ⑬適正飲酒支援ツールを用いた保健指導の推進
⑪ ・適性飲酒について情報提供する市町村数⑫ ・適性飲酒アドバイザーの養成数⑬・ 適性飲酒支援ツールを用いた保健指導を実施する市町村数・実施率（特定保健指導の実施者数/特定健診の問診票で把握できる多量飲酒者の人数）

⑪適正飲酒量についての普及啓発の推進
⑨SNS、インターネットを活用した情報発信の充実 成人の1日食塩摂取量

生活習慣病のリスクを高める飲酒をしている人の割合

資料6-2

■■■■ がん予防・がんの早期発見（がん予防）がん予防・がんの早期発見（がん予防）がん予防・がんの早期発見（がん予防）がん予防・がんの早期発見（がん予防）
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●主な取組とその成果（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題

●第３期に向けた今後の課題・ 引き続き禁煙したいと考えている県民が禁煙できるよう、相談体制を強化するとともに、受動喫煙の害及び受動喫煙の防止について県民に周知していく。・ 受動喫煙防止について法制化の動きを見据え、正確な情報を関係者、県民に周知していく。・ 平成28年度に実施した県民健康・食生活実態調査の結果を踏まえ、減塩、野菜摂取の取組を市町村とともに推進する。・ 民間企業やボランティア等と連携・協働したまほろば元気100菜プロジェクトを推進する。・ 運動習慣者を増やすために、市町村とともに取り組みを進める。（以上の議論の場：なら健康長寿基本計画推進戦略会議）
○成人の喫煙率の減少に関すること・インターネットを活用しての「禁煙マラソン」、受動喫煙防止も含めた事業所への出前講座、「世界禁煙デー」等機会を捉えた普及啓発の取組を実施。・ソーシャルマーケティングの手法を用いて喫煙者に禁煙を促すための「禁煙支援リーフレット」を開発。市町村の特定健診やがん検診で配布するなど、市町村での禁煙指導の充実のため活用。・禁煙を希望する県民が、身近に禁煙相談できる窓口として薬局を「禁煙支援協力薬局」として登録し、禁煙支援を実施。・受動喫煙や施設の禁煙状況の調査と公表・「健康なら協力店（禁煙推進店）」のＰＲと普及○未成年の喫煙に関すること・未成年者禁煙支援相談窓口を設置、取組を継続実施。・学校と連携した喫煙防止の研修会の実施。○妊婦の喫煙に関すること・妊産婦の禁煙支援者のためのガイドブックを作成、活用促進のための研修会を継続し実施。○食生活・食育講座やイベント、食育作文コンテストを継続して実施。・子育て世代への普及をめざし、ツール（適塩ソング・減塩紙芝居）を開発、減塩フェスタ等で食生活改善推進員や子育て支援者とともに活用促進。・市町村での減塩教室実施マニュアルを作成し、市町村で活用。・県民健康・食生活実態調査を実施。・大学生が提案した食育教室などの「奈良の食育未来事業」を連携し実施。・若い世代を対象とした基本的な調理方法がわかる動画をホームページ等で発信。・健康的なメニューを提供する「健康なら協力店」の充実・拡大。・まほろば元気100菜プロジェクトにより野菜摂取を推進。○運動習慣・日常生活の工夫で取り組める「おでかけ健康法」の普及のため、健康ステーションを県内２カ所に設置。市町村営の設置を支援。
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≪指 標≫
第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪中間目標≫

感染予防の充実 ①・肝炎医療コーディネーター数・支援市町村数・地域への出張講座数・相談センター相談件数②・ＨＴＬＶ－１研修受講者数
①肝炎（Ｂ型・Ｃ型）対策の強化・Ｂ型肝炎予防接種の推進・肝炎ウイルス検査体制の強化・陽性者の重症化予防対策の促進・陽性者への医療費助成の継続実施・地域の人材（肝炎医療コーディネーター）の養成・肝疾患診療連携拠点病院の取組強化（市町村や地域に向けた支援・診療病院間の連携強化・相談体制の充実）・啓発・情報提供の充実 ・Ｂ型肝炎予防接種率・肝炎ウイルス検査受検者数（市町村＋保健所実施）・重症化予防事業対象者数・肝炎医療費受給者数 県民が、がん予防に関する正しい知識にもとづいたがん予防に取り組み、がんの罹患率が減少している。

最終目標を達成するため、県民にがんのリスクを情報提供し、がんの有効な予防法について実践できる支援体制及び環境整備ができている。

≪個別施策≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫

・がん罹患率・がんに関する正しい知識を持っている人の割合

≪指 標≫≪最終目標≫最終目標最終目標最終目標最終目標((((患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿))))中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備))))個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）

②ＨＴＬＶ－１母子感染予防の推進・医療関係者等への相談技術向上のための研修会実施
●主な取組とその成果（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題 ●第３期に向けた今後の課題

■■■■ がん予防・がんの早期発見（がん予防）がん予防・がんの早期発見（がん予防）がん予防・がんの早期発見（がん予防）がん予防・がんの早期発見（がん予防）

・肝炎については、陽性者を適切な治療につなげるため、重症化予防事業を実施。肝疾患診療拠点病院である奈良県立医科大学附属病院の機能を強化し、相談窓口を充実し、市町村や地域支援、また肝炎医療コーディネーターの養成を促進。・ＨＴＬＶ－１の母子感染予防のための検討会や医療関係者等の相談技術向上のための研修会を実施。・ＨＰＶワクチン接種後の健康被害のための相談窓口の設置
・肝炎ウイルス検査受診率の低迷・肝炎検査の周知強化・ＨＰＶワクチンの接種のあり方について国の動向注視

③国の施策の情報収集・提供・ＨＰＶワクチンの今後の動向について情報収集・提供
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≪指 標≫
第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪中間目標≫

がん検診の受診促進
①広報誌、インターネット、マスメディア等を活用した情報発信・県民だよりや新聞等での啓発記事の掲載

・がん検診サポーター数・がん検診応援団企業数・市町村における受診勧奨・再勧奨事業実施市町村数・土日及びセット検診実施市町村数・保険者と連携した検診実施市町村数 ・がん検診受診率

検診精度管理の充実
⑤市町村への受診率向上に向けた取組（コール・リコール等）の支援・受診勧奨、再勧奨の実施方法の評価検討 県民ががんの早期発見やがん検診受診の必要性を認識し、質の高いがん検診を受診できている。

最終目標を達成するため、県民にがんの早期発見やがん検診受診についての周知がなされ、質の高いがん検診が受診しやすい体制で実施されている。

≪個別施策≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫

⑦がん検診従事者の資質向上のための研修会の継続
・県民ががん検診の必要性を理解し、早期がんの段階で発見されている。（がん検診における早期がん割合）・がん登録において、初診時の早期がん割合が増加する。（がん登録における早期がん割合）

≪指 標≫≪最終目標≫
②「がん検診を受けよう！」奈良県民会議の開催・がん検診受診の重要性について普及啓発・奈良県民会議会員による街頭キャンペーンの継続

最終目標最終目標最終目標最終目標((((患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿))))中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備))))個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）
③企業と連携した（奈良県がん検診応援団）がん検診受診啓発・新規会員の加入にむけた周知・企業との連携による効果的な受診勧奨の啓発

⑧がん検診精度管理調査の実施・公表・指導・個別検診実施機関を対象とした調査の開始
・検診従事者研修会開催回数、参加率・国が示す指針に添った検診実施体制の市町村数（80%市町村数・検診実施機関数）（100%市町村数・検診実施機関数）

・がん検診プロセス指標において、国が示す許容値を超過し、目標値に近づいている。要精検率精検受診率陽性反応的中度がん発見率未把握率未受診率
⑥受診しやすいがん検診実施体制のための支援、調整
④がん検診サポーターの養成・民間事業者（組合等）と連携して、がん検診受診を勧奨

■■■■ がん予防・がんの早期発見（がんの早期発見）がん予防・がんの早期発見（がんの早期発見）がん予防・がんの早期発見（がんの早期発見）がん予防・がんの早期発見（がんの早期発見）

石綿の健康影響に対する対策の促進 ⑨石綿ばく露者の健康管理の充実・健康管理及び不安解消となる石綿ばく露者の試行調査の実施⑩相談・情報提供・保健所の相談窓口設置・試行調査のホームページやチラシでの周知 ・ 保健所の相談件数 ・健康管理に係る行調査の参加人数
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●主な取組とその成果 ●第３期計画に向けた今後の課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題 ・がん検診の受診率向上市町村が受診率向上に効果のある資材を用い個別受診勧奨・再勧奨を行い、効率的・効果的に受診率向上に取り組めるよう支援。・市町村におけるがん検診実施体制の見直しを支援し、利便性が高く、受けやすいがん検診実施を目指す。・検診精度管理の充実市町村・検診機関を対象に、精度管理の意義、重要性等について研修会を開催するとともに、がんごとの部会を開催し、精度管理の向上について検討。特に個別検診実施機関を対象とした精度管理調査の実施ができるよう、関係機関と調整する。・石綿の健康影響に対策に対しては、引き続き該当する県民に不安の解消に努めていく。
①がん検診の受診促進・１０月１０日の「奈良県がんと向き合う日」に、「がん検診を受けよう！」奈良県民会議の総会やイベント、また作成したキャッチフレーズや啓発ツールを活用した街頭キャンペーンを継続し実施。・がん検診受診の重要性を啓発するためのミニイベントを実施（H29～）・がん検診の個別受診勧奨・再勧奨の取り組みとして、市町村モデル事業を実施（H25～27）・ がん検診の個別受診勧奨・再勧奨支援事業として、市町村への補助制度を創設（H28～）・がん検診の個別受診勧奨・再勧奨支援事業成果報告会及びヒアリングを実施し、市町村を支援。・地域でがん検診を推進する「がん予防推進員]を養成（平成25～平成27）。②検診精度の向上・がん検診従事者（胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮がん）の資質向上のための研修会を継続し実施。・がん検診精度管理調査の実施（県・市町村・集団検診実施機関）と結果公表。③石綿の健康影響に対する対策の促進・国（環境省）の委託事業である「石綿の健康リスク調査（第２期：Ｈ２２～２６）」、石綿ばく露者の健康管理に係る施行調査（Ｈ２７～３１（予定）」を実施。
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第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

がん医療提供体制の充実

⑪県内の診療機能の周知・拠点病院等やその取組の周知強化⑫診療情報の提供内容の充実・拠点病院等の診療機能、診療実績等の実態把握及び情報提供の充実⑬医師からの情報提供の充実・患者に勧める側の医療従事者への情報周知・セカンドオピニオン提示体制の充実・小児・ＡＹＡ世代等への妊孕性に対する情報提供の徹底・がん相談窓口や緩和ケア外来の周知⑭がん医療情報の周知促進・がんネットならの充実（小児・ＡＹＡ世代、口腔ケアのページの追加、充実）・療養ガイド等の内容の充実・がんネットなら、療養ガイド等の内容の充実・患者に勧める側の医療従事者への情報周知

・がん診療連携拠点病院数、支援病院数・医療の質の評価方法について検討結果を公表する・実地調査の内容について、1年に1回 がん診療連携協議会等で情報共有・拠点病院等での院内医療安全管理部門等での検討会開催回数
①拠点病院等の適切な体制整備とさらなる充実・拠点病院等指定要件の充足状況の厳格化・相談支援事業、医療従事者研修等の取組支援②がん医療の提供に関する評価・分析・拠点病院等の実地調査による医療提供体制の実態把握及び評価分析・病院間の取組や人材配置等比較や好事例の公表・がん治療における安全上の問題の把握・病院が連携したＰＤＣＡ（がん医療の提供に関する評価・分析）の実施③医療の質の評価方法の検討・拠点病院等の医療の質を測る評価方法を検討④拠点病院間のネットワークの強化⑤データに基づいたがん対策の検討・がん種別、地域別がん対策の検討

・県内専門看護師・認定看護師数・がん専門薬剤師・認定薬剤師数・がん治療専門医・認定医数・がん化学療法認定看護師が配置されている拠点病院等の割合・がん専門薬剤師またはがん薬物療法認定薬剤師が配置されている拠点病院等の割合・放射線療法看護認定看護師が配置されている拠点病院等の割合・放射線療法（体外照射、組織内照射、IMRT）を実施している病院数・外来化学療法を実施している病院数・病理診断科医師数・がんリハビリテーションを実施する医療機関数
がん患者が、安全がん患者が、安全がん患者が、安全がん患者が、安全かつ安心な質の高かつ安心な質の高かつ安心な質の高かつ安心な質の高いがん医療を受けいがん医療を受けいがん医療を受けいがん医療を受けることができている。ることができている。ることができている。ることができている。

患者目線でのがん診療情報の提供
・「がんネットなら」認知度、アクセス数・病院での「療養ガイド」等の配布数・診療情報の情報提供の内容、周知方法等の検討結果についての公表・担当医からセカンドオピニオンの説明を受けたと回答のあった割合・医師から妊孕性温存に関する説明を受けた」と回答の合った割合

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫
・各療法について、県内で安全各療法について、県内で安全各療法について、県内で安全各療法について、県内で安全で質の高い医療が提供できてで質の高い医療が提供できてで質の高い医療が提供できてで質の高い医療が提供できている。いる。いる。いる。（悪性腫瘍手術の実施件数）（放射線治療の実施件数）（外来化学療法の実施件数）（がん治療で生じた安全問題を検討している拠点病院の割合）（県内のがん患者が県内がん診療連携拠点病院に受診している割合）・がん患者が必要なときにサがん患者が必要なときにサがん患者が必要なときにサがん患者が必要なときにサポートを受けられるチーム医ポートを受けられるチーム医ポートを受けられるチーム医ポートを受けられるチーム医療体制が整備され、医療従療体制が整備され、医療従療体制が整備され、医療従療体制が整備され、医療従事者間の連携が強化されて事者間の連携が強化されて事者間の連携が強化されて事者間の連携が強化されている。いる。いる。いる。
(「診断・治療に関わる医師、看護師、他の医療スタッフは十分に連携している」と回答した者の割合）

・がん患者やその家族に必要がん患者やその家族に必要がん患者やその家族に必要がん患者やその家族に必要な情報を提供できている。な情報を提供できている。な情報を提供できている。な情報を提供できている。（「がん治療方法についての情報が不十分」と回答した割合)

・安全かつ安心・安全かつ安心・安全かつ安心・安全かつ安心な質の高い医療な質の高い医療な質の高い医療な質の高い医療を受けている。を受けている。を受けている。を受けている。（5年相対生存率）・がん患者が納得した治療を選・がん患者が納得した治療を選・がん患者が納得した治療を選・がん患者が納得した治療を選択できている。択できている。択できている。択できている。（「医師による診療・治療内容に満足している」と回答した者の割合）（「診断や治療方針について、自分の疑問や意見を十分に医師に伝えられた」と回答の合った者の割合)

≪指 標≫≪最終目標≫≪中間目標≫

最終目標を達成す最終目標を達成す最終目標を達成す最終目標を達成するため、拠点病院るため、拠点病院るため、拠点病院るため、拠点病院等において、安全等において、安全等において、安全等において、安全かつ安心な質の高かつ安心な質の高かつ安心な質の高かつ安心な質の高い医療提供体制及い医療提供体制及い医療提供体制及い医療提供体制及び情報提供体制のび情報提供体制のび情報提供体制のび情報提供体制の充実が図られてい充実が図られてい充実が図られてい充実が図られている。る。る。る。

個別施策個別施策個別施策個別施策((((目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと)))) 中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備)))) 最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）
がん医療の質の向上

⑥手術療法・放射線治療・薬物療法等の提供体制の充実・がん医療専門の医療従事者の育成に関する研修会等の効率的な実施・各療法の人材の専門性の醸成と適正配置（専門看護師・認定看護師等の育成）・県内高精度放射線治療の均てん化及び集約化の検討・多地点Webカンファレンス（化学療法）の継続・分子標的薬、免疫療法の適正治療のj実施体制の整備・診療ガイドラインを遵守した支持療法の実施・病理診断医の育成⑦チーム医療体制の充実・化学療法医療チーム研修会の継続実施・他職種でのチーム医療の整備促進⑧医科歯科連携による口腔ケアのさらなる推進・拠点病院等での研修会の実施・登録歯科医への研修会の実施⑨新たな国の施策や指定要件にかかる情報収集と実施に向けた検討・小児、AYA世代、高齢者のがん、希少がん、がんゲノム医療、がんリハビリテーション体制等、国の検討施策にかかる情報収集及び検討⑩小児がん医療の連携促進

■■■■ がん医療（がん医療の充実）がん医療（がん医療の充実）がん医療（がん医療の充実）がん医療（がん医療の充実）
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●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果①がん診療体制整備・県指定のがん診療連携支援病院 １カ所→３カ所。・平成29年度から拠点の空白 医療圏の南和に地域がん診療病院を新規指定。・国の専門的な研修会の受講など、がんに携わる医師の専門性を醸成。・県拠点病院が化学療法や緩和ケアのチーム医療の研修会を実施するなど、チーム医療の体制を整備。・県内の配置をめざし放射線治療専門従事者を県拠点病院で育成。・拠点病院のがん専門看護師、認定看護師を育成。・県拠点病院が支援病院と連携し、病院間での放射線療法・化学療法にかかるメール会議やＷＥＢ会議を実施。・歯科医師会と連携した歯科医・歯科衛生士の病院への派遣・講習会など医科歯科連携の取組を推進。・小児がんにかかる情報提供を進めるとともに、近畿の小児がん拠点病院5カ所と有機的な連携を推進。②がん診療情報の提供の推進・療養ガイド等の冊子の作成・配布をはじめ、Ｈ２５年度に開設したがん情報のワンストップポータルサイト「がんネットなら」で情報提供。

（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題 ・県内のハード整備の推進、人材育成、拠点病院の指定要件の強化や支援病院の指定の追加、積極的な取組により多くの指標が改善。・県内のどこででも質の高い医療を受けられる体制整備の構築が進んだが、さらなる充実が必要。・引き続き、拠点病院等において、がん医療に携わる医療従事者の育成に関わる研修会等を効率的に実施する必要がある。・がん拠点病院があることもあまり知られていないのが現状。県内の拠点病院等体制の周知必要。・がん相談窓口、セカンドオピニオン、妊孕性等、医師から患者への適切な情報提供が重要。・「がんネットなら」の機会を捉えた周知の継続とともに、患者に勧める側の医療従事者への周知が必要。・今後は、最新のデータを活用した分析と取組の検討が必要。・口腔ケアの推進のため拠点病院等と地区歯科医師会との連携推進。・症例が少なく、種類が多い小児がんや希少がんは、集約化が必要だが、専門家に紹介できる情報提供体制必要。
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緩和ケアに関する地域連携体制の構築

質の担保された緩和ケア提供体制の整備

①医療従事者への緩和ケアの理解促進と実践・拠点病院等の医師の緩和ケア研修会の受講徹底・看護師等のための緩和ケア研修会の実施・緩和ケア研修のフォローアップの実施・県内医療従事者への研修会の実施

≪指 標≫

第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

がん患者やその家がん患者やその家がん患者やその家がん患者やその家族が、痛みやつら族が、痛みやつら族が、痛みやつら族が、痛みやつらさが軽減され、療さが軽減され、療さが軽減され、療さが軽減され、療養生活に満足して養生活に満足して養生活に満足して養生活に満足している。いる。いる。いる。
・身体的、精神的、社会的苦痛が・身体的、精神的、社会的苦痛が・身体的、精神的、社会的苦痛が・身体的、精神的、社会的苦痛が緩和されている。緩和されている。緩和されている。緩和されている。（「からだの苦痛」について「すぐに対応してくれた」と回答のあった割合、症状が改善した割合）（「気持ちのつらさ」について「すぐに対応してくれた」と回答のあった割合、症状が改善した割合）

≪指 標≫≪最終目標≫

最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成するため、がんするため、がんするため、がんするため、がん患者やその家族患者やその家族患者やその家族患者やその家族ががんと診断さががんと診断さががんと診断さががんと診断された時から緩和れた時から緩和れた時から緩和れた時から緩和ケアを受けるこケアを受けるこケアを受けるこケアを受けることのできる体制とのできる体制とのできる体制とのできる体制の整備が進んでの整備が進んでの整備が進んでの整備が進んでいる。いる。いる。いる。

≪中間目標≫ ≪指 標≫
・質の担保された緩和ケア提供体質の担保された緩和ケア提供体質の担保された緩和ケア提供体質の担保された緩和ケア提供体制（緩和ケア外来、チーム医療）制（緩和ケア外来、チーム医療）制（緩和ケア外来、チーム医療）制（緩和ケア外来、チーム医療）が整備されている。が整備されている。が整備されている。が整備されている。
(緩和ケアチームにおける年間新規診療症例数)

(緩和ケア外来患者の年間新規診療症例数)

・緩和ケアに関して拠点病院等と地域・緩和ケアに関して拠点病院等と地域・緩和ケアに関して拠点病院等と地域・緩和ケアに関して拠点病院等と地域で連携体制が整備されている。で連携体制が整備されている。で連携体制が整備されている。で連携体制が整備されている。
(拠点病院における緩和ケアに関する地域多職種カンファレンスの開催回数)

(地域の医療機関からの年間新規紹介患者数)・がん患者が緩和ケアについて正・がん患者が緩和ケアについて正・がん患者が緩和ケアについて正・がん患者が緩和ケアについて正しい理解が進んでいる。しい理解が進んでいる。しい理解が進んでいる。しい理解が進んでいる。
(緩和ケアはがんと診断された時から受けるものだと知っていると回答した割合)

≪指 標≫≪個別施策≫≪施策の柱≫ ・拠点病院における緩和ケア研修会（医師）受講率（90％以上）・看護師等緩和ケア研修会（ＥＬＮＥＣ-Ｊ）の受講者数・アドバンス研修会受講者数②拠点病院等における緩和ケア提供体制の充実・緩和ケア外来の利用促進・国立がん研究センターの緩和ケアチーム指導者研修等の受講・緩和ケアチーム研修会の実施・診断時からの痛みのスクリーニング等、緩和ケアの提供体制に関する評価・分析・公表 （実地調査）・県拠点でのがん看護カウンセリングの実施促進・診療報酬につながる緩和ケア体制のシステム化
・緩和ケア外来の利用者数・緩和ケアチーム指導者研修会の受講病院数・緩和ケア提供体制に関する評価・分析の公表 年1回・がん患者指導管理料1,2,3を実施している医療機関数

③県内医療機関における緩和ケア提供体制の推進・緩和ケアチーム研修の効果的な推進 ・緩和ケアチーム研修会の参加医療機関数
・在宅医療機能の公表（がん患者対応可能な診療所、訪問看護、薬局等の施設数）・緩和ケアパスを整備している拠点病院数④拠点病院等の地域連携体制の充実・地域のかかりつけ医等への研修会開催・地域との連携会議の開催・在宅緩和ケアに対応できる診療情報の提供・緩和ケアパスの整備、活用
・「がんネットなら」認知度、アクセス数・病院での「療養ガイド」等の配布数・拠点病院における県民向け講演会の開催回数⑤緩和ケアに関する情報の充実、普及啓発・「がんネットなら」「療養ガイド」等の内容の充実・県民へ向けたわかりやすい講演会の開催緩和ケアの理解促進のための情報提供、普及啓発

個別施策個別施策個別施策個別施策((((目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと)))) 中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備)))) 最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）■■■■ がん医療（がんと診断された時からの緩和ケア）がん医療（がんと診断された時からの緩和ケア）がん医療（がんと診断された時からの緩和ケア）がん医療（がんと診断された時からの緩和ケア）
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●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果

●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題

（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題

・緩和ケア＝終末期というイメージの払拭・緩和ケア＝終末期というイメージの払拭・緩和ケア＝終末期というイメージの払拭・緩和ケア＝終末期というイメージの払拭できていない。できていない。できていない。できていない。

・県民や医療関係者に対し、「がんと診断されたときからの緩和ケア」と・県民や医療関係者に対し、「がんと診断されたときからの緩和ケア」と・県民や医療関係者に対し、「がんと診断されたときからの緩和ケア」と・県民や医療関係者に対し、「がんと診断されたときからの緩和ケア」と

しての理解の促進がさらにしての理解の促進がさらにしての理解の促進がさらにしての理解の促進がさらに必要。必要。必要。必要。

・県拠点、拠点病院及び支援病院の緩和ケア体制の整備は、指定要件の強化によ

り、人材配置も含め進んだ。

・緩和ケア研修は、拠点病院の院長をはじめとするがんに関わるすべての医師が受

講を修了するよう引き続き推進。

・拠点病院の外来時や入院時の苦痛のスクリーニングの状況把握と質の向上。

・拠点病院の地域に向けた研修会は、開催回数は増加しているが、今後は課題に

対応した内容の充実が必要。

・県民向け緩和ケア講演会のタイトル等工夫した周知方法の推進

①患者やその家族のニーズの把握・ならの患者満足度調査当を実施しニーズを把握した。②緩和ケア提供体制の整備・県拠点病院では、緩和ケアセンターを整備、２７年度中に、新指針の要件である専門医師、専従のジェネラルマネージャー等の人材も配置した。・全拠点病院及び支援病院では、緩和ケアチーム、緩和ケア外来を整備、がんと診断された時からの緩和ケアを提供できる体制を整備した。・医療従事者が基本的な緩和ケアを理解し、知識と技術を習得することを目的に研修会を開催。・特に拠点病院のがんに携わるすべての医師の修了を目指すため、研修会実施を拠点病院に加え、支援病院に委託し実施することで受講体制を整えた。・拠点病院は緩和ケア機能の向上を図るとともに、地域の医療従事者を対象に在宅の緩和ケアに関する研修会を開催し、緩和ケア推進の理解の醸成に努めた。③県民への緩和ケア普及啓発及び情報提供の推進・ワンストップポータルサイト「がんネットなら」で「緩和ケア」の情報を掲載。・県拠点病院等で、緩和ケアの理解を深める県民公開講座を継続して実施。・「緩和ケア」の情報を掲載した「患者必携」や「療養ガイド」を作成し、患者への配布用として拠点病院等に配布。平成２６年度からは各冊子をＰＤＦで掲載し、印刷可能とした。

総務省総務省総務省総務省 がん対策に関する行政評価・監視がん対策に関する行政評価・監視がん対策に関する行政評価・監視がん対策に関する行政評価・監視 ＜結果に基づく勧告＞Ｈ２８／９／３０＜結果に基づく勧告＞Ｈ２８／９／３０＜結果に基づく勧告＞Ｈ２８／９／３０＜結果に基づく勧告＞Ｈ２８／９／３０

（抜（抜（抜（抜 粋）粋）粋）粋）
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《指標》《施策の柱》 《個別施策》
第３期第３期第３期第３期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

拠点病院等の地域連携体制の充実 ①地域連携クリティカルパスの活用の促進・クリティカルパスの活用状況の評価・分析・国のクリティカルパスのあり方の検討を受け、県での地域連携のあり方を検討②多職種連携の充実・地域の多職種へ向けたカンファレンスの実施 ・地域連携クリティカルパスの活用状況の公表
③在宅医療機能の把握・公表・在宅緩和ケアに対応できる診療情報の提供・「がんネットなら」での公表 ・在宅医療機能の公表【がん患者対応可能な診療所、訪問看護、薬局等の施設数】 がん患者が、自分がん患者が、自分がん患者が、自分がん患者が、自分の望む場所で納得の望む場所で納得の望む場所で納得の望む場所で納得のいく療養生活をのいく療養生活をのいく療養生活をのいく療養生活を送ることができる送ることができる送ることができる送ることができる最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成するため、診断、するため、診断、するため、診断、するため、診断、治療、在宅、看取治療、在宅、看取治療、在宅、看取治療、在宅、看取りまでの切れ目りまでの切れ目りまでの切れ目りまでの切れ目のない医療体制のない医療体制のない医療体制のない医療体制の整備がの整備がの整備がの整備がすすんでいるすすんでいるすすんでいるすすんでいる

がん患者や県民への情報提供と普及啓発 ⑤「がんネットなら」や広報誌での普及啓発・クリティカルパスや県の地域連携、在宅医療に関する情報提供・在宅療養生活に役立つ情報内容の充実 ・「がんネットなら」認知度、アクセス数
在宅緩和ケア体制の整備及び充実 ④在宅緩和ケアに携わる人材育成・医師会と連携した在宅緩和ケア研修会の実施・医療・介護従事者への緩和ケア研修会の実施 ・在宅緩和ケア研修会の参加者数・医療・介護従事者へ緩和ケア研修会の実施回数、参加者数

・拠点病院等とかかりつけ医・在宅拠点病院等とかかりつけ医・在宅拠点病院等とかかりつけ医・在宅拠点病院等とかかりつけ医・在宅医とのスムーズな医療連携ネット医とのスムーズな医療連携ネット医とのスムーズな医療連携ネット医とのスムーズな医療連携ネットワーク体制が整備されているワーク体制が整備されているワーク体制が整備されているワーク体制が整備されている(病院と在宅診療等の連携している割合)

(地域連携クリティカルパスに基づく診療提供策定の実施件数)

・県民が地域連携や在宅医療につ・県民が地域連携や在宅医療につ・県民が地域連携や在宅医療につ・県民が地域連携や在宅医療について必要な情報提供を受けていいて必要な情報提供を受けていいて必要な情報提供を受けていいて必要な情報提供を受けているるるる(「自宅での療養生活についての情報が不十分でない」と回答した者の割合)

・住み慣れた場所で、療養・住み慣れた場所で、療養・住み慣れた場所で、療養・住み慣れた場所で、療養生活を送ることができる生活を送ることができる生活を送ることができる生活を送ることができる（在宅死亡率）・居住する地域にかかわら・居住する地域にかかわら・居住する地域にかかわら・居住する地域にかかわらず、質の高い医療を受けず、質の高い医療を受けず、質の高い医療を受けず、質の高い医療を受けられる。られる。られる。られる。(「在宅緩和ケアについて希望し、実現可能だ」と思う人の割合。)

個別施策個別施策個別施策個別施策((((目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと)))) 中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備)))) 最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）≪指 標≫≪最終目標≫≪指 標≫≪中間目標≫

●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題 ●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題①患者やその家族のニーズの把握・ならの患者満足度調査等を実施しニーズを把握した。②地域連携体制の整備・拠点病院等が地域連携に関する研修会を実施。また、医師会と連携したがん在宅緩和ケアに関する研修会を継続し実施。・国が進めるクリティカルパス「私のカルテ」の５大がんの奈良県版を作成し、拠点・支援病院に配布。・パスの普及啓発のための病院内での研修会やコーディネーター研修、医療機関への説明会を開催。・前立腺がんパスについては、既存パスがあり、新たな県統一パスの作成には至らず。・拠点病院等が地域の診療所と合同の退院前カンファレンスを開催。・拠点病院等とかかりつけ医が、がんになった早期から必要な情報を共有するための『情報共有ツール』を作成。普及のため、がんネットならに掲載。・がんネットならに、在宅医療に役立つ地域の診療所や訪問看護ステーションの情報を掲載。③県民への地域連携体制、在宅療養の普及啓発及び情報提供の推進・ワンストップポータルサイト「がんネットなら」を開設。地域連携、在宅療養に関する冊子等の情報を掲載。

・病病連携、病診連携、さらに病院と地域の他職種との連携強化。・地域連携パスを適応した患者数は４倍以上に伸びたものの件数は少なく、パスの認知度も減少している。地域連携クリティカルパスの医療者の理解促進。・急変することが多いがん患者においては、在宅に移行するタイミングによって、患者と在宅医との間に信頼関係を構築する時間がない状況となる。拠点病院等は、より早期からスムーズな退院調整が必要。・各病院での退院前カンファレンスの実施は進んでいるが、内容の充実が必要。・診療所の医師向けの在宅緩和ケア研修会は今後も継続して実施が必要。ただ、課題として、家族の問題や心のケア、他職種連携などがあり、地域包括支援システムや在宅医療全体の課題の中での議論が必要。・「がんネットなら」自体が周知不足であり、県民への周知方法の工夫が必要。

■■■■ がん医療（地域連携）がん医療（地域連携）がん医療（地域連携）がん医療（地域連携）
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≪指 標≫
第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪中間目標≫
相談支援の機能強化及び質の高い相談支援の提供

②がん相談支援センターの相談支援の質の向上・がん相談員の配置状況の把握（職種、研修受講状況）・国立がん研究センターの相談員指導者研修等の継続受講・相談員を対象とした県内研修会の継続・相談支援の評価・分析のための利用状況調査の継続、PDCAの実施 ・相談支援センター利用者数・相談窓口の認知度・国立がん研究センター[相談員基礎研修(1)～(3)]を受けた相談員の割合・指導者研修を受けた相談員の割合・相談員対象の研修会の参加人数・ライフステージに応じた研修会の参加人数・患者サロンの認知度・患者サロン利用者数・患者サロン運営会議の開催数（各拠点 病院等）・患者サロン運営者会議の開催数・ピアサポーター養成数

①がん相談支援センターの利用者の拡大・がん相談支援センターの効果的な普及啓発の検討・拠点病院と連携した地域での周知活動
・がん患者やその家族等が必要がん患者やその家族等が必要がん患者やその家族等が必要がん患者やその家族等が必要とする正しい情報を提供し、とする正しい情報を提供し、とする正しい情報を提供し、とする正しい情報を提供し、きめ細やかな対応ができている。きめ細やかな対応ができている。きめ細やかな対応ができている。きめ細やかな対応ができている。（がん相談支援センターを利用して「相談が役に立った」と回答した割合）

ピアサポート機能の強化・充実
④患者サロンの活性化・患者サロン利用者拡大のための普及啓発・がん種別・世代別等患者サロンの検討・各拠点病院とピアサポーターの「運営会議」の実施・病院間の情報共有の場「サロン運営者会議」開催・小児がん・ＡＹＡ世代の交流会の実施

すべてのがん患者すべてのがん患者すべてのがん患者すべてのがん患者やその家族が、不やその家族が、不やその家族が、不やその家族が、不安、悩み、疑問に安、悩み、疑問に安、悩み、疑問に安、悩み、疑問に対して、いつでも身対して、いつでも身対して、いつでも身対して、いつでも身近なところで、必要近なところで、必要近なところで、必要近なところで、必要な情報を受けるこな情報を受けるこな情報を受けるこな情報を受けることができ、その悩とができ、その悩とができ、その悩とができ、その悩みや疑問が軽減しみや疑問が軽減しみや疑問が軽減しみや疑問が軽減している。ている。ている。ている。
最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成するため、がんするため、がんするため、がんするため、がん患者やその家族患者やその家族患者やその家族患者やその家族に必要な情報がに必要な情報がに必要な情報がに必要な情報が届き、質の高い届き、質の高い届き、質の高い届き、質の高い相談支援が受け相談支援が受け相談支援が受け相談支援が受けられる体制が進られる体制が進られる体制が進られる体制が進んでいる。んでいる。んでいる。んでいる。

患者支援のための情報の充実及び普及啓発 ⑥がんに関する情報提供の充実・「がんネットなら」「療養ガイド」等の内容の充実・患者のための医療情報のあり方検討・拠点病院と連携した地域での情報発信 ・「がんネットなら」認知度、アクセス数・情報提供のありかた検討結果の公表 必要な情報にアクセスしやすい必要な情報にアクセスしやすい必要な情報にアクセスしやすい必要な情報にアクセスしやすい体制ができている。体制ができている。体制ができている。体制ができている。
(「がん情報が不十分」と回答した割合)

≪個別施策≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫

⑤ピアサポート活動の活性化・国の実態調査結果に基づいたピアサポーターの養成・研修のあり方の検討・ピアサポート活動の発表の機会の提供
⑦がんに関する情報の効果的な普及啓発・患者に勧める立場である医療従事者への周知

・・・・患者の闘病上の不安や悩みが患者の闘病上の不安や悩みが患者の闘病上の不安や悩みが患者の闘病上の不安や悩みが軽減されている。軽減されている。軽減されている。軽減されている。（「がんと診断されたことによる心配や悩みは何らかの支援によって現在は軽減されましたか」で「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合）・・・・患者の不安や悩みの発生が患者の不安や悩みの発生が患者の不安や悩みの発生が患者の不安や悩みの発生が抑えられている。抑えられている。抑えられている。抑えられている。（「からだや治療のことで心配になったとき、担当医以外にも相談できるところがある」と回答した割合）

≪指 標≫≪最終目標≫

③ライフステージに応じた相談支援体制の整備・小児、AYA世代等世代に応じた相談窓口の検討・アピアランスケア（がん患者の外見の諸問題への支援）に対応できる相談体制の整備・相談員の研修会の実施

最終目標最終目標最終目標最終目標((((患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿))))中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備))))個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）■■■■ がん患者等への支援（相談支援及び情報提供）がん患者等への支援（相談支援及び情報提供）がん患者等への支援（相談支援及び情報提供）がん患者等への支援（相談支援及び情報提供）
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○がん相談支援センター設置　　5カ所→9カ所・相談支援センター利用者数　2,591件→4,259件○ピアサポーター等の活性化・４８人養成　・がん患者団体等への事業委託　11団体○ピアサポーターと連携した患者サロン設置　　7カ所→1２カ所・患者サロンの利用者数　609人→797人・拠点病院の情報共有の場「患者サロン運営者会議」開催　○療養ガイド、がん相談センター周知リーフレット作成配付
・相談支援センターの認知度が目標の５０％を超えたものの、がんの情報や相談相手、情報の入手方法などに対する満足度は依然低い。・相談支援センターの利用者の満足度は高く、相談員の資質向上や病院間の協力連携体制は一定の成果を得ている。今後は、県拠点病院が中心となり、機会を捉えてより高い相談技術の取得を図るとともに、窓口全体の均てん化を促進することが重要。・小児がん・ＡＹＡ世代等、各世代に対応した情報支援体制が手薄。・患者サロン数は充実したが、参加者を増やすためには新たなサポーターの養成、ニーズに対応できるサロン運営が必要。・サロン運営者間で情報共有や意見交換を進め、患者サロンの活性化を目指す。・患者サロンの周知に関しては、病院以外にも地域に広く周知が必要。・より正確な情報を広く提供するために、啓発や広報の方法・内容により一層の工夫が必要。・正しく医療の質を測ることができるデータ提供のあり方の検討が必要。・相談支援センターや患者サロンのさらなる周知としては、県民への周知とともに患者等に勧める立場である医療関係者への周知を徹底することが重要。・がんネットならに関しては、医療関係者に必要な情報も多いため関係者への周知が必要。・国や県の施策、計画の内容について、広く県民に周知してほしい。・相談支援に、アピアランスケアの視点が必要。

●主な取組とその成果 ●第３期計画に向けた今後の課題
（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題
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○全拠点病院に社会保険労務士による就労相談窓口の設置○地方労働局等と連携した事業所向け研修会と就職相談事業の実施

≪指 標≫
第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

①がん相談支援センターの利用者の拡大・がん相談支援センターの効果的な普及啓発

労働者目線での両立支援の促進

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪最終目標≫≪中間目標≫
患者のための「働き方」相談支援体制の充実 ・就労相談の実施回数・情報交換会の実施回数、参加者数・医療従事者の研修会実施回数・就職相談の実施回数

・職場環境調査の実施、結果の公表・発信した好事例の企業数・「奈良県社員シャイン職場づくり」の両立支援企業の表彰数

①拠点病院等を中心とした相談体制の充実・拠点病院等の「就労相談窓口」の設置継続・相談員の資質向上のための研修会・社会保険労務士・病院相談員の情報交換会・医療従事者の理解促進のための研修会・病院外での相談窓口の設置検討②国（労働局）と連携した相談窓口の設置・県拠点病院（奈良医大）でハローワークの就職相談窓口開設 ・事業所と、医療機関、県、国・事業所と、医療機関、県、国・事業所と、医療機関、県、国・事業所と、医療機関、県、国（労働局等）の有機的な連携（労働局等）の有機的な連携（労働局等）の有機的な連携（労働局等）の有機的な連携が一層推進している。が一層推進している。が一層推進している。が一層推進している。（県内の就労、就職相談窓口数）（両立支援体制のある事業所の割合）・・・・がん患者がん患者がん患者がん患者にににに仕事と治療の両仕事と治療の両仕事と治療の両仕事と治療の両立に立に立に立についてのついてのついてのついての必要な情報を必要な情報を必要な情報を必要な情報を提供できている。提供できている。提供できている。提供できている。
(「がんで初めて治療・療養したとき、一定期間仕事を休み、復職・復帰した」と回答のあった者の割合)

・就職相談、就労相談窓口の認知度・相談事例に基づくリーフレット配布部数・「がんネットなら」のアクセス数

がん患者やその家がん患者やその家がん患者やその家がん患者やその家族が抱える仕事と族が抱える仕事と族が抱える仕事と族が抱える仕事と治療の両立につい治療の両立につい治療の両立につい治療の両立についての不安が軽減さての不安が軽減さての不安が軽減さての不安が軽減され、働くことが可能れ、働くことが可能れ、働くことが可能れ、働くことが可能で、働く意欲のあるで、働く意欲のあるで、働く意欲のあるで、働く意欲のあるがん患者は安心しがん患者は安心しがん患者は安心しがん患者は安心してはたらくことがでてはたらくことがでてはたらくことがでてはたらくことができる。きる。きる。きる。
最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成最終目標を達成するため、県民するため、県民するため、県民するため、県民や事業者のがんや事業者のがんや事業者のがんや事業者のがんやがん患者に対やがん患者に対やがん患者に対やがん患者に対する理解や支援する理解や支援する理解や支援する理解や支援が進んでる。が進んでる。が進んでる。が進んでる。

≪個別施策≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫

⑦相談の事例把握と窓口の周知強化・相談事例の把握と集約・相談窓口周知リーフレットの作成・配布⑧労働者目線での情報提供の強化・がんネットならの情報内容の充実・県民だよりや関係機関の発行物への情報発信・両立体験者の情報発信

・・・・がん患者やその家族が抱えるがん患者やその家族が抱えるがん患者やその家族が抱えるがん患者やその家族が抱える仕事と治療の両立についての仕事と治療の両立についての仕事と治療の両立についての仕事と治療の両立についての不安が軽減され不安が軽減され不安が軽減され不安が軽減されている。ている。ている。ている。（「がんの治療を受けながら、働き続きられる環境だと思う」と回答のあった者の割合）・がん患者が・がん患者が・がん患者が・がん患者が働くことが可能で、働く働くことが可能で、働く働くことが可能で、働く働くことが可能で、働く意欲のあるがん患者は安心して意欲のあるがん患者は安心して意欲のあるがん患者は安心して意欲のあるがん患者は安心して働く」働く」働く」働く」ことができることができることができることができる。。。。（「がん治療中に、仕事と治療の療法を続けられるような支援または配慮を職場や仕事上の関係者から受けた」と回答のあった者の割合）

≪指 標≫

④県内事業所の両立支援に向けた実態把握・職場の環境調査の実施⑤両立支援の優良事業の表彰や好事例の情報発信・「奈良県社員シャイン職場づくり」の両立支援企業の表彰⑥事業所への啓発・産業保健総合支援センターの経営者向け研修会の周知等の連携・協会けんぽとの連携（健康経営、研修会、啓発）

③労働局事業との連携体制・就職支援連絡協議会を共催実施・地域両立支援推進チームに参画・国の相談支援内容の関係者への周知

●主な取組とその成果（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題

●第３期に向けた今後の課題・指標の進捗状況をみると、事業主から治療と仕事の両立支援や配慮を受けた人の割合は７割以上と高いものの、一定期間仕事を休んだあと復帰・復職した人の割合は４割、がん治療中に働き続けられる環境だと思う患者の割合は３割にも満たない状況。・拠点病院の就労相談窓口やハローワークの就職支援窓口の整備は進んだので、さらなる充実と利用促進のため、さらなるＰＲが必要。・企業の実態把握をさらに進め、引き続き事業者へがんに関する正しい情報を提供していく。・中小企業の事業主への啓発となるよう、国や県の労働・雇用部局及び協会けんぽ等関係団体と連携し推進する。・無理をして働くことのないよう、事業主と主治医の連携も必要。・がん患者支援は、患者目線より「労働者目線」の方が事業所に受け入れられる。

がん患者の就労を含めた社会的な問題についての情報提供の充実

個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと） 中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備)))) 最終目標最終目標最終目標最終目標((((患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿))))

国（労働局）の治療と仕事の両立支援等事業との連携体制の強化

■■■■ がん患者等への支援（がん患者の就労を含めた社会的な問題）がん患者等への支援（がん患者の就労を含めた社会的な問題）がん患者等への支援（がん患者の就労を含めた社会的な問題）がん患者等への支援（がん患者の就労を含めた社会的な問題）
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○地域がん登録の精度向上 ・登録協力医療機関　　７５施設→９３施設○データ分析の試み・現在活用できるデータ、できないデータを把握し、今後のデータ活用の　参考に分析を行った。

第３期第３期第３期第３期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

がん登録の精度向上
③がん登録データの分析・評価・がん登録データ（全国、地域、院内がん登録）の分析・評価結果の公表

・研修参加がん登録医療機関数・部会・分科会の開催回数・院内がん登録研修会の継続(拠点病院)・各種分析及び評価の結果の公表
②がん登録の精度向上・がん登録協力医療機関を対象とした全国がん登録研修会の実施・がん登録部会・分科会の実施・院内がん登録研修会の実施 ・がん登録の精度が向上し、データを有効活用している。

(ＤＣＮ)
(ＤＣＯ)
(ＩＭ比)

適切な情報管理 ⑥がんに関する情報の適切な提供方法について検討

・全国がん登録オンラインシステムでの申請可能な医療機関数

・審議会開催回数 ・地域でがん登録データが活用しやすい体制ができている。
(データ活用の件数)

がん患者ががん登がん患者ががん登がん患者ががん登がん患者ががん登録データを活用し録データを活用し録データを活用し録データを活用した質の高いがん医た質の高いがん医た質の高いがん医た質の高いがん医療を受けることが療を受けることが療を受けることが療を受けることができているできているできているできている
患者目線でのデータ提供及びがん登録の普及・啓発

①全国がん登録へのスムーズな移行

・チラシ配布数・がんネットならアクセス数

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫

⑤有識者による審議会の設置
⑦患者目線でのデータ提供のあり方の検討・診療実態データの収集・分析

・医療の質が向上している
(5年生存率)・がん登録に基づいた適切な情報を得ることがきる
(「がんの病態や統計データ等の情報が不十分である」と回答のあったものの割合)

≪最終目標≫ ≪指 標≫≪中間目標≫

④がん登録データの活用方法検討・データを活用したがん種別・地域別対策の検討・病院や市町村等と連携したデータ分析の試み・医療の質の向上に向けたデータ活用の検討・院内がん登録データの活用の推進 ・検討結果を2年以内に公表
・検討結果の公表 ・県民が、全国がん登録について正しい理解が進んでいる。

(がん登録の認知度)

最終目標を達成す最終目標を達成す最終目標を達成す最終目標を達成するため、医療従事るため、医療従事るため、医療従事るため、医療従事者等が精度が向上者等が精度が向上者等が精度が向上者等が精度が向上したがん登録データしたがん登録データしたがん登録データしたがん登録データを有効活用できるを有効活用できるを有効活用できるを有効活用できる体制整備が進んで体制整備が進んで体制整備が進んで体制整備が進んでいるいるいるいる

●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題●第３期に向けた今後の課題
（参考）第２期計画（参考）第２期計画（参考）第２期計画（参考）第２期計画の主な取組と課題主な取組と課題主な取組と課題主な取組と課題●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果●主な取組とその成果

個別施策個別施策個別施策個別施策((((目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと目標のために取り組むこと)))) 中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備)))) 最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）最終目標（患者のあるべき姿）

・県の地域がん登録の精度においては、平成２３年症例分から国の定める精度に到達したため、今後、５年生存率等データを活用した地域別等のがん対策に期待。・データを上手に活用すると地域の課題が客観的に判断できるが、データの限界と数値の意味を十分に説明した上で公表、活用すべき。・データだけの判断だけでは限界があり、声を拾うことが大事。・正しく医療の質を測ることができるデータ提供のあり方の検討が必要。・診療実態データの詳細な収集・分析が必要。・最終目標として、がん登録データが医療に活用されて、がん医療が向上し、死亡が減っていることが大事.・がん登録データから、奈良県のがん医療の問題点が見え、弱みを強みに変えるためにデータ活用することが大事。・各部会や部署が交流し、情報共有することが大事。データを検証し、次の施策を打ち出すためには部会横断的な体制が必要。

⑧全国がん登録について、がんネットなら、チラシ等による普及・啓発 ・検討結果の公表

がん登録データ等の活用

■■■■ がん登録がん登録がん登録がん登録
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≪指 標≫
第第第第3333期期期期 奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）奈良県がん対策推進計画の分野別施策について（案）

≪個別施策≫ ≪指 標≫≪施策の柱≫ ≪中間目標≫
がんに関する正しい知識の普及啓発 ②１０月１０日「奈良県がんと向き合う日」を活用した小学生及び保護者に向けたがんに関する啓発・啓発用リーフレットの作成、配付 ・中学校・高等学校におけるがん教育の実施率・小学校における「奈良県がんと向き合う日」を活用したがんに関する啓発の実施率・教員を対象としたがん教育に関する研修会の実施回数・広報、ホームページの掲載回数

①中学生・高校生を対象としたがん教育の充実、推進・がん教育教材（リーフレット）の内容更新・系統立てた授業内容の検討・外部講師を活用したがん教育の検討 ・がん教育教材（リーフレット）等を使用した中学校・高等学校におけるがん教育の実施率・啓発用リーフレットを利用した小学校における「奈良県がんと向き合う日」を活用したがんに関する啓発の実施率
・児童生徒が、子どもの頃からがんに関する正しい知識を持ち、がんの予防や早期発見に注意を払っている。また、自分や身近な人ががんになっても、それを正しく理解し、向き合っている。

・最終目標を達成するため、発達段階に応じた系統立てたがん教育に取り組んでいる。

≪個別施策≫≪施策の柱≫ ≪指 標≫ ・中学校、高等学校におけるがんに関する知識の向上〈授業前後のアンケート調査〉・早期発見すれば、がんは治りやすい・がんの痛みはがまんするしかない・がん検診を受けられる年齢になったら検診を受けようと思う・がんになっている人も過ごしやすい世の中にしたい・がんと健康について、まずは身近な家族から語ろうと思う

≪指 標≫≪最終目標≫

③教員を対象としたがん教育に関する研修会の充実

最終目標最終目標最終目標最終目標((((患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿患者のあるべき姿))))中間目標中間目標中間目標中間目標((((最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備最終目標のために必要な体制整備))))個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）個別施策（目標のために取り組むこと）

●主な取組とその成果 ●第３期計画に向けた今後の課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題（参考）第２期計画の主な取組と課題

④学校におけるがん教育の取組の啓発・研修会等で教育関係者への好事例の啓発・がん教育について、県民へ広報、ホームページを利用した啓発
・中学校・高等学校における「がんの教育」を推進させるため、系統立てた授業の内容を検討するとともに、補助資料の内容についての検討を図る。・医療技術は、日進月歩なので、内容の更新が必要。・授業を担当する教員が自信を持って授業を実施できるよう、充実した研修を行うことが引き続き必要。○ 学校でにおけるがんに関する正しい知識の普及啓発・平成２６年度に中学生向け、平成２７年度には高校生向けの「がんの教育教材リーフレット」を作成。・モデル校における公開授業の実施。・教員を対象とした研修会及び講演会の実施。・小学校におけるがんの教育の展開について、公開授業を実施して検証。

■■■■ がん教育・普及啓発がん教育・普及啓発がん教育・普及啓発がん教育・普及啓発
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